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第一日目　2011 年 8月 20 日（土曜日）
　移動日である。成田より HCM タンソンニャット空港へ。
【 JAL759 便機内 】





































第二日目　2011 年 8月 21 日（日曜日）
　日越学生交流プログラムに参加。宿泊はバンバン大学バリア校のゲストハウス。

























































写真 13　ネズミの走るドライブイン 写真 14　生ゴミとお箸とスプーンと食器


























































































第四日目　2011 年 8月 23 日（火曜日）
　学生交流プログラム最終日。HCM 農業・農村開発局での活動報告。HCM 市内視察な
らびお別れパーティ。バンバン大学の交流担当者と顔合わせ。





































































































【 JAL750 便 】




フライト。翌 26日 7時 35分成田に到着。帰国。
写真 29　図書室の隣人 写真 30　ダイホク校舎隣の建物群











































　KFC で飲んだコーラは 20 円。チキンとビスケットに野菜スライスが付くと 200 円。
日本よりはぐっとお安い。しかしながら、家電やパソコン、バイクの価格は日本と大差










































　（1） 「南遊の会」という日本 NPO が主催する「植林・交流ツアー」が正式名称である。趣旨は、マングローブ植
林、環境教育、ならび日越学生の交流である。N 大学の F 教授が 10 年前から学生と参加しており、教育交
流の成功事例と見做して体験参加した。
　（2） お雇い BH チェンバレンの記録に「この国（日本）では物事がすぐには運んでいかないのである。一時間か
そこらは問題にならない、、、激しく怒っても事態はいっこうに改善されないのである」（p54）というくだりがある。
この会議でのバンバン教員の私の印象にぴったりである。
　（3） 学校という名称は同じでも実態が異なる場合もある。お雇いの W ゲンショレク（p280）は、日本では医学の
知識と手技の学びは修行であり修業就業に定め無し。学んだ事柄は門外不出。教授法は本を読み各自が先
生に質問する方式であるとして、ドイツの医学教育との違いを記している。ベトナムの学校教育、師弟関係は
どうであろうか。学びは修行で弟子は抱え込むものなのであろうか。
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